





















































































































年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 

























国ｲ｢地 うち環境省所符地 公ｲj地 私ｲ｢地 所有lＸ分不lﾘＩ
iＭｉ（ha） １．２８０．０７(） 4.599 2６０．１２５ 520.8()５ 4０ 


























































































































































































H1り災 ８ ９ 2()()(） 20()１ 2002 

























































年度／許i1JlX分 1998 1９９９ 2()()０ 2()()Ｉ 2002 2003 






























































而械（ha） 155.222 ５ 1３．９３７ 




























１１:1笠 1９ 1９ 2000 2()()１ 2002 
H1き'''１ｲ１１Ⅲ什数（万人） １．２９３ Ｌ２５２ 1．２６３ 1．１７７ 1．１８７ 
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図５上高地


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































｡－部（小口、窓枠、ベ ￣ フ ンダ
手すり等）に白色系（マンセル
値Ｎ-9.0,Ｎ-8.5,Ｎ-8.0 、
及びこの近似色）とすることが
出来る。
Ⅱl臆Dlilill
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事業の種類
Ｚｎ＄０ 
風より内llllに即&
管制一丞巡、０
期の病１口l収IlY：自が侭
土に盟寺ゾへ、
今にl咄
施設は価圏
M１楢
のための基憾一帯のHll鰯
企１m胡団油曲１コ目 登山及び目然探勝０
11ｔ詩０
実をIXl
夏１現況規槙程 】IｌｌＸ
詞出等jlXIli【い万針のｌ律課
地区 項目 取扱方針
'二Ｉ然公|刺法の術|i｢Ijitl設設ii(i恭準に'1MするIIill度とＭ|］
資料４上高地地区集団施設区内宿舎事業取扱要綱
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１'１部llII7ilIl立公隙l-MjjUMlliIl殻地区Iﾉkni5i今事業取扱要〈ｉｌｍ
Ｉｌｊ部lIIl門'五|立公MI2il91j地鵬卜llliil設地lXIﾉｨの1iri合事業のllY扱については，本要領による。
ｌルｌＵｊ針
(1)）l;〔'''１として，新1Mｲﾄﾞi舎亙}了業の参入は認めないこととする。
(2)jMl設の述設ﾉMしぴ維徽にあたっては，」z高地の風致li1j【Mの保識に光ｸ)iliLluされている
ものであること。
(3)liij設は，（M1iIiilIⅢな部分もIilli保されるなど，約'１:片等の柵｢1にも充分門UMiiされてい
るものであるとともに，集ﾄllliIji没jlulﾒ:全休として統一のとれた外観愈匠となるようlid，
ＩＩｊｉされているものであること。
２取扱い方針
（１）救地は原１１１１として既使111許1J地Iﾉｨであること。
（２）外iM，意匠は木造風とし，jIi純，ｉｉｉ１ｉ１なものであること。
（分１１１根は切斐とし，IliI:のり!('1|しを設けるなど，ｊＡｊ終のとれたもので，１１州(勾１，１[1,は，
ｌｊｌ(１１１１として３／1()以-ｔ，５／10以下であること。
（ｲ）ﾀﾄﾊﾞＩＷ料は，121然材料籍し〈は)ICi1(のない１２１然紫材を模したものであること。
（ｳ）外部の色彩（l削殺及び煉突を念む）は，Ｉ」1然にii1MｲⅡした落ち論いたものであるこ
と。
（３）修餓１１t〔紋については，ljj(111|として｣〕l地lii樹ｲiiiとli1帆のものを仙)|}し，トiIi1i1水等が４１i
した場合はＩＩＩｌＷ〔を行い，環境のｌ１ＩＬ排に努めるＭ)であること。
（４）lilL築物（従業川ii令，機械衆，ｊＭｉ等の附１１]i鐙を含む）の規棋は，次のとおりとす
る。
（ﾌｩ収容ﾉノ（標ilIi的ｲ'１拳旅航客換ii>:数ｌｉｄとする。以下|両I上）
１１千尺ホテル（パ「尺ロッジを含む)，ホテルllll鵬１１ミル上高地ｉＭ)iLホテル，上
ilq3j地帝'五|ホテルは230人，」:iI4ljjuilli糸屋'１１１１;，安鍵村徽_上高地アルペンホテル，
iiIi水腿ホテルは150人を」Ⅲとする。
なお，標iWlリイⅡ龍旅lWi客換ｊ１:数(l<1とは，客殿の様JAG，設｛１１１iによってｌ人当たり
の床iⅢ(がｿ,(なるため，各１iii｢l施設の収容ﾉﾉを|綱Ｉｉｉ１ﾘｲ11室旅fii1客数に換i>:するも
のであり，容案が〕ID常のベッド衆の場合の１人は標i((i的和峯の1.5人とみなし，
２段以上のベッド宝の場介の１人は標準｢ＭⅡ鐙の0.5人とみなす（この換;>:によ
り，客峯をj､常のベッド瀬とした｣し腸今のｌ人当たりの床ｌｉｌｉ杖は23,,に対し34.5
，'’２段以｣そのベッド室とした｣功谷のｌ人当たりのＬ１ｍｉ枝は23mmに対しｌＬ５ｎ１'と
なる。）
また，収容ﾉﾉの;>:定ﾉﾉiﾉﾐは，杵築がベッドLi{の場合はベッドの床数を，客漿が
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イ11寵の場合は客室（ｌＩＩｌし入，踏み込み，広縁等を除く）イ1]当面秋につき２畳当た
り１人とみなして計算する。
(ｲ)陶さ
間Ｉ川の林机樹jhii，Mil高等を考Iilj〔し，本屋の蛾高部は15ｍ以下とする。但し，
略屋及び煙突にⅢ)本屋の最高部から４ｍのiitilllllﾉﾘで，その設髄を認める。
なお，既に15ｍ以上ある_上高地帝|丞|ホテルについては，筒さが既存高以下，
階数が同一，かつ外観がほぼ既存建築物どおりに復元される場合は，この限りで
はない。
(ｳ）容枇率
容械率の扱いは次による。
①従業側!』i川而械を除く容横率は，８０％以下とする。
②吹き抜け部分は，机当する階の床而械として算定する。
③地下（階）部分の内，機械室，電気霊，念ljliは容械に算定しない。
①算定上，１１１！〔地面微から給排水WH1M〔等を除く。
(工）延床而横及び従業員専川面積
①宿舎の延床而械（吹き抜け部分及び地下（|ＩＭＩ）部分を含み，従業員専用而械
は含まない）は，収容力に23m､／人を乗じた数値以下とする。
②宿舎の従業貝専)11面積（吹き抜け部分及び地下（階）部分を含む）は，収容
力を次の数{ｉｎで除いたものに，１２m，／人を飛じた数仙下とする。
○-Ｍj地西糸曝'11>11;，安蝋村営上高地アルペンホテル……4.0
○五千尺ホテル（五千尺ロッジを含む)，ホテル白桃ﾗ'１:，」渦地温泉ホテル，
ii1j水屋ホテル…………………………………………………3.0
○_上il1｛j地帝|工|ホテル……………………………………………1５
rl然公園法の橘１１４１施設設置基準に関する↑'１度と運)Ｕ 309 
上高地集団施設地区内病舎事業取扱要領適合表
収容力上限（標準的和室旅館客換算数値）
230人一五千尺ホテル（五千尺ロッジを含む｡)，ホテル白樺荘，」二高地柵泉ホテル，
＿'二高地帝国ホテル
150人一上高地西糸屋'１１荘，安曇村営上高地アルペンホテル，清水屋ホテル
処理方針
☆敷地既存敷地内である。Ｙｅｓ／ＮＣ
☆屋根勾配３／10≦≦５／1０
l） 
2） 
☆規模
◎収容力（変更後）＝和室（人）
＋洋室（人）（シングル，ツイン，トリプル等，ベッド数×1.5）
＋洋室（人）（二段ベッド以上の部屋，ベッド数×0.5）
（）＝（）＋（）＋（） 
◎高さ１５ｍ≧ｍ（蟠屋，煙突はプラス４ｍまで可｡）
◎容積率（従業員専用面積を除く。吹き抜け部は相当階に算定。地下（階）の機械
室，電気室，倉庫は除く。）×100
延床面積÷敷地而積（給排水路敷等は除く。）
、`÷，,f×100＝≦80％
◎廷床面積（吹抜及び地下を含み，従業貝専)Ｉｍｉ横は含まない。）
230人×23m‘／人＝5290m`≧1,,,
150人×23m‘／人＝3450m'≧、！
◎従業員専用面積（吹抜及び地下を含む。）
五千尺ホテル（五千尺ロッジを含む。），ホテル'二I樺洲;，上高地温泉ホテル
230人÷３．０×１２＝920,112≧ｍ‘
上高地帝|劃ホテル
230人÷１．５×１２＝1840ｍ､≧ 1，２ 
上高地西糸屋川1;,安曇村営_'二高地アルペンホテル
150人÷４．０×12＝450,2≧ｍ２
上高地帝国ホテル
150人÷３．０×１２＝600ｍ`≧ｍ、
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TheProvisionsandOperationofCriteriaforConstructing 
LodgingFacilitiesStipulatedbyNaturalParkｓＬａｗ 
－ＣａｓｅｓｔｕｄｙｏｆＫａｍｉｋｏ‐chiregion-
ＨｉｒｏｎｏｒｉＫＯＩＷＡＩ 
《Abstract》
Ｉｎｔｈｅｍｉｄｓｔｏｆａｒｅｃｅｌｌｔｌ)oomofmountainclimbingbymiddleand 
agedl)ersonsandlOOfan]ous-mountainclimbillg,specialattentionhas 
beenl)ａｉｄｔｏａｐｒｏｂｌｅｌｎｏｆｅｘｃｅｓｓｉｖｅｕｓｅｏｆllaturalparksagain・Peoples
tendtoconcentrateonsl〕ecificareasofpol)ularlIaturall)arksand
therefore,theyintendtoenjoynaturalellvironmellt,tboughl)einggoing 
todestroyit・
Intbiscontext，thisstudydiscussesaproblemofprivatelodging 
facilitiesinnaturalparks，inparticularinnaturalparksfromthe 
aspectsofprotection，use，andexcessiveuse・Ｓｌ)ecifically，sucha
problemisdiscussedｔｈａｔ“Agaillstwhatbackground，ｈａｖｅlodging 
facilitiesandmountainlo〔lgesbeenconstructedandthenextended？In
thefuture，ａｎissue”whatkilldofrestrictionsshouldbeprovidedto 
indirectlycontrolexcessiveuseoftheln?'，ｗｉⅡ１)ｅdiscussed・
Accor(1ingly，ｉｎｔｈｉｓｒｅｌ)ort，illitially,actualsituatiollofthesefacilities 
issunlmarizedandissuestobesolvedareextractedFil･ｓｔｏｆａⅡ，a 
surveyofNatul･ａｌＰａｒｋｓＬａｗｉｓｎ１ａ〔ｌｅｔｏｃｏｎｆｉｒｍｔｈｅｐｒｏｖｉｓｉｏｌｌｓｆｏｒｔhe
protectionanduseofthemstil)ｕｌａｔｅｄｂｙｔｈｅｌａｗ、Inaddition，the
provisionsforlodgil]gfacilitiesandthecriteriaforconstructingthem 
aresulnmarized､Secolld,gMngtbeKamiko-chiregioninChul)uSanga‐ 
ｋｕＰａｒｋａｓａｎａｃｔｕａｌｅｘａｎ]l)Ie,therestrictionsal1dcriteriaforlodging 
facilitiesarereportedFinally，ｔｈｅissues，whicharerelatedtothe 
relati〔)Ilshipamonglodgillgfacilities,ａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅl)rotectiollanduse
ofthemandwillｂｅｔａｋｅｌ１ｏｖｅｒｂｙａｆｕｔｕｒｅｓｔｕｄｙ，aredescribed． 
